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(57)【要約】
【課題】パターンノイズを低減しつつ、ヒール＆トー摩
耗を抑制できる空気入りタイヤを提供する。
【解決手段】空気入りタイヤ１であって、トレッド部２
を周方向に延びる複数の主溝３とこれに交差する複数の
横溝４とによって区画された複数のブロック５を備え、
ブロック５は、周方向断面が深さ方向に先細りとなり、
幅方向に延びてブロック５を周方向に区画する複数の幅
方向溝１０を備え、複数の幅方向溝１０は、ブロック５
の剛性が踏み込み側の縁部５１に向かうにつれて漸減す
るように、設けられている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレッド部を周方向に延びる複数の主溝とこれに交差する複数の横溝とによって区画さ
れた複数のブロック部を備えた空気入りタイヤであって、
　前記ブロック部は、
　周方向断面が深さ方向に先細りとなり、幅方向に延びて前記ブロック部を周方向に区画
する複数の幅方向溝を備え、
　複数の前記幅方向溝は、前記ブロック部の剛性が踏み込み側の縁部に向かうにつれて漸
減するように、設けられている空気入りタイヤ。
【請求項２】
　複数の前記幅方向溝の周方向における形成ピッチは、前記ブロック部の蹴り出し側の縁
部側に向かうほど漸増するように設定されている、請求項１に記載の空気入りタイヤ。
【請求項３】
　複数の前記幅方向溝の溝深さは、蹴り出し側の縁部側に位置するほど漸減している、請
求項１又は請求項２に記載の空気入りタイヤ。
【請求項４】
　前記ブロック部のタイヤ周方向長さＬ０と、前記ブロック部の踏み込み側の縁部から前
記ブロック部の最も蹴り出し側の縁部側に位置する前記幅方向溝までの長さＬ１とが、０
．３≦Ｌ１／Ｌ０≦０．７５の関係を有する、請求項１から請求項３のいずれか１つに記
載の空気入りタイヤ。
【請求項５】
　前記踏み込み側の縁部における高さ前記ブロック部のタイヤ径方向高さＨ０と最も踏み
込み側に位置する前記幅方向溝の深さＨ１とが、０．２≦Ｈ１／Ｈ０≦０．５の関係を有
する、請求項１から請求項４のいずれか１つに記載の空気入りタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気入りタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ブロックパターンを有する空気入りタイヤにおいては、偏摩耗の発生及びパター
ンノイズが伴うことが知られている。ブロックパターンに起因した偏摩耗としては、ヒー
ル＆トー摩耗が知られている。また、パターンノイズとしては、タイヤの転動に伴ってブ
ロックが路面に接地する際に、ブロック部の踏み込み側の領域が路面を叩くことによる衝
撃音が、ブロック部の形成ピッチと車速とに基づいた周波数で生じる。
【０００３】
　一般に、摩耗量は、接地圧とすべり量とに基づいて定まることが知られている。ブロッ
ク部は、路面から離脱するときに、蹴り出し側の領域におけるすべり量が大きく、この結
果、蹴り出し側の領域が踏み込み側の領域に比して摩耗が進行し易くなり、踏み込み側と
蹴り出し側との摩耗量の差が大きくなって、ヒール＆トー摩耗が生じる。
【０００４】
　特許文献１及び２には、ブロック部の接地面に隆起部を設けることによってブロック部
の縁部及び中央部の接地圧を低減させて、これによって、ブロック部の接地圧を接地面に
おいて略均一化させて偏摩耗の発生を抑制することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００４－５１７７７２号公報
【特許文献２】特開２０００－０７１７１９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１及び２の空気入りタイヤでは、ブロック部の縁部及び中央部の偏摩耗を抑制
するものであるが、踏み込み側の縁部と蹴り出し側の縁部との摩耗差、すなわちヒール＆
トー摩耗を抑制するものではない。また、パターンノイズを低減できるものではない。
【０００７】
　この発明は、上記課題に鑑みてなされてものであり、パターンノイズを低減しつつ、ヒ
ール＆トー摩耗を抑制できる空気入りタイヤを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、トレッド部を周方向に延びる複数の主溝とこれに交差する複数の横溝とによ
って区画された複数のブロック部を備えた空気入りタイヤであって、前記ブロック部は、
周方向断面が深さ方向に先細りとなり、幅方向に延びて前記ブロック部を周方向に区画す
る複数の幅方向溝を備え、複数の前記幅方向溝は、前記ブロック部の剛性が踏み込み側の
縁部に向かうにつれて漸減するように、設けられている、ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、複数の幅方向溝を、ブロック部の剛性が踏み込み側の縁部に向かうに
つれて漸減するように設けることによって、ブロック部の剛性を、踏み込み側の縁部にお
いて効果的に低下させつつも、蹴り出し側の縁部に向かうにつれて剛性の低減量を漸減さ
せることができる。これによって、踏み込み時においては、踏み込み側の縁部近傍を適度
に撓ませて衝撃を吸収できる。よって、踏み込み時の衝撃音を低減できる。
【００１０】
　また、幅方向溝は、深さ方向に先細りとなる周方向断面を有しているので、ブロック部
は表面側ほど区画部分の体積が小さくなる。これによって、ブロック部の表面側において
特に剛性を低減させやすく、踏み込み時において、接地面となるブロック部の表面をより
好適に撓ませやすい。
【００１１】
　しかも、ブロック部の剛性の低減量を、踏み込み側において増大させることによって、
踏み込み側が摩耗し易くなる。この結果、滑り量が大きいために相対的に摩耗し易い蹴り
出し側との摩耗差が縮小することになり、ヒール＆トー摩耗が抑制されるので、耐偏摩耗
性が向上する。したがって、耐偏摩耗性を向上させつつも、接地時の衝撃音を低減できる
。
【００１２】
　複数の前記幅方向溝の周方向における形成ピッチは、前記ブロック部の蹴り出し側の縁
部側に向かうほど漸増するように設定されていることが好ましい。
【００１３】
　本構成によれば、複数の幅方向溝によって区画されてなるブロック部の区画部分の容積
は、蹴り出し側の縁部に向かうにつれて大きくなるので、ブロック部の剛性を、踏み込み
側において大きく低下させると共に、蹴り出し側の縁部に向かうにつれて、その低減量を
漸減させることができる。これによって、踏み込み時の衝撃音を低減できる。
【００１４】
　また、区画部分の接地面積は、踏み込み側の縁部に向かうにつれて小さくなることに伴
って、踏み込み側において、接地圧が増大するため摩耗し易くなる。この結果、滑り量が
大きいために相対的に摩耗し易い蹴り出し側との摩耗差が縮小することになり、ヒール&
トー摩耗が抑制されるので、耐偏摩耗性が向上する。したがって、耐偏摩耗性を向上させ
つつも、接地時の衝撃音を低減できる。
【００１５】
　複数の前記幅方向溝の溝深さは、蹴り出し側の縁部側に位置するほど漸減していること
が好ましい。
【００１６】
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　本構成によれば、複数の幅方向溝によって区画されてなるブロック部の区画部分の容積
は、蹴り出し側の縁部に向かうにつれて大きくなるので、ブロック部の剛性を、踏み込み
側において大きく低下させると共に、蹴り出し側の縁部に向かうにつれて、その低減量を
漸減させることができる。これによって、踏み込み時の衝撃音を低減できる。
【００１７】
　前記ブロック部のタイヤ周方向長さＬ０と、前記ブロック部の踏み込み側の縁部から前
記ブロック部の最も蹴り出し側の縁部側に位置する前記幅方向溝までの長さＬ１とが、０
．３≦Ｌ１／Ｌ０≦０．７５の関係を有することが好ましい。
【００１８】
　本構成によれば、ブロック部の剛性を、踏み込み側において適度に低減させながらも、
蹴り出し側における低下を抑制できる。これによって、踏み込み時の衝撃音を低減させな
がら、ブロック部の剛性が過度に低下することを防止して操安性の悪化を抑制できる。
【００１９】
　Ｌ１／Ｌ０が０．３より小さい場合、ブロック部の踏み込み側における剛性の低減代が
小さいので、踏み込み時の打撃音の低減量が減少する。また、Ｌ１／Ｌ０が０．７５より
大きい場合、ブロック部の剛性が過度に低下しやすいので、操安性が悪化してしまう。
【００２０】
　前記踏み込み側の縁部における高さ前記ブロック部のタイヤ径方向高さＨ０と最も踏み
込み側に位置する前記幅方向溝の深さＨ１とが、０．２≦Ｈ１／Ｈ０≦０．５の関係を有
することが好ましい。
【００２１】
　ここで、幅方向溝の溝深さとは、ブロック部の表面から溝底までのタイヤ径方向におけ
る長さを意味する。
【００２２】
　本構成によれば、ブロック部の剛性を、踏み込み側において適度に低減させることがで
きる。Ｈ１／Ｈ０が０．２より小さい場合、ブロック部の踏み込み側における剛性の低減
代が小さいので、踏み込み時の打撃音の低減量が減少する。また、Ｈ１／Ｈ０が０．５よ
り大きい場合、ブロック部の剛性が過度に低下しやすいので、操安性が悪化してしまう。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る空気入りタイヤによれば、パターンノイズを低減しつつ、ヒール＆トー摩
耗を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気入りタイヤのトレッド部に形成されたトレッドパ
ターンを低下して示す平面図。
【図２】図１のブロックの拡大平面図。
【図３】図２のブロックをＡ方向から見た側面図。
【図４】図３と同様の変形例に係るブロックの側面図。
【図５】更なる変形例に係るブロックの側面図。
【図６】更なる他の変形例に係るブロックの側面図。
【図７】更なる他の変形例に係るブロックの側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明に係る実施形態を添付図面に従って説明する。なお、以下の説明は、本質
的に例示に過ぎず、本発明、その適用物、あるいは、その用途を制限することを意図する
ものではない。また、図面は模式的なものであり、各寸法の比率等は現実のものとは相違
している。
【００２６】
　図１は、本発明の一実施形態に係る空気入りタイヤ１のトレッド部２を展開して示す平
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面図である。図１に示されるように、トレッド部２には、タイヤ周方向に延びる複数の主
溝３と、主溝３に交差してタイヤ幅方向に延びる複数の横溝４と、が形成されており、こ
れらの主溝３及び横溝４によって、複数のブロック（ブロック部）５が区画されている。
【００２７】
　ここで、本発明においては、タイヤ周方向に延びるとは、タイヤ周方向に対して平行に
延びている場合のみならず、ジグザグ状又はタイヤ周方向に対して傾斜して、タイヤ周方
向に延びるものも含まれる。同様に、タイヤ幅方向に延びるとは、タイヤ幅方向に対して
平行に延びている場合のみならず、ジグザグ状又はタイヤ幅方向に対して傾斜して、タイ
ヤ幅方向に延びるものも含まれる。
【００２８】
　図２は、ブロック５を拡大して示す平面図を示している。図２に示すように、ブロック
５には、タイヤ幅方向にわたって延びる複数（例えば５個）の幅方向溝１０が設けられて
いる。複数の幅方向溝１０のタイヤ周方向における形成ピッチＰは、タイヤ回転方向をＲ
としたときに、ブロック５のうち最初に路面に接地する踏み込み側の縁部５１から最後に
路面から離脱する蹴り出し側の縁部５２に向かって、漸増するようになっている。
【００２９】
　なお、幅方向溝１０の周方向における形成ピッチＰとは、互いに隣接する幅方向溝１０
の周方向における中心位置間の距離Ｐ２～Ｐ５を意味する。また、最も踏み込み側の縁部
５１側に位置する幅方向溝１０１、及び最も蹴り出し側の縁部５２側に位置する幅方向溝
１０５に関してはそれぞれ、ブロック５のタイヤ周方向両側部に位置する壁面からの距離
も、形成ピッチＰ１，Ｐ６として示している。
【００３０】
　また、図２のＡ矢視である図３に示すように、複数の幅方向溝１０は、略同じ深さに形
成されている。また、複数の幅方向溝１０は、略同じ形状に形成されており、溝壁１１，
１２がタイヤ径方向内側に向かうにつれて互いに近接するように傾斜して延びており、溝
壁１１，１２間のタイヤ周方向における間隔が深さ方向に先細りとなるように形成されて
いる。換言すると、幅方向溝１０は、タイヤ径方向内側に向かうにつれてタイヤ周方向に
おける溝幅が漸減するように形成されている。幅方向溝１０の溝底１３は、対向する溝壁
１１，１２が鋭角に交差したエッジ状に形成されている。
【００３１】
　上述したように、ブロック５には、周方向断面で深さ方向に先細りとなりタイヤ幅方向
にわたって延びる複数の幅方向溝１０が、タイヤ周方向における形成ピッチＰが踏み込み
側の縁部５１から蹴り出し側の縁部５２に向かって漸増するように形成されている。これ
によって、ブロック５は、複数の幅方向溝１０１～１０５によって複数の区画部分５０１

～５０６に周方向に区画されると共に、これらの区画部分５０１～５０６は踏み込み側の
縁部５１側に向かうにつれて、体積が小さくなる結果、剛性が小さくなるようになってい
る。
【００３２】
　すなわち、タイヤ周方向における形成ピッチＰを蹴り出し側の縁部５２に向かうにつれ
て漸増するように複数の幅方向溝１０を形成することによって、ブロック５の剛性が踏み
込み側の縁部５１に向かうにつれて漸減させることができ、これによって、ブロック５の
剛性を、踏み込み側の縁部５１側において効果的に低下させつつも、蹴り出し側の縁部５
２側に向かうにつれて剛性の低減量を漸減させることができる。この結果、踏み込み時に
おいては、踏み込み側の縁部５１近傍を適度に撓ませて衝撃を吸収できるので、踏み込み
時の衝撃音を低減できる。
【００３３】
　また、幅方向溝１０は、深さ方向に先細りとなる周方向断面を有しているので、ブロッ
ク５は接地面５３側ほど区画部分５０の体積が小さくなる。これによって、ブロック５の
接地面５３側において特に剛性を低減させやすく、踏み込み時において、ブロック５の接
地面５３をより好適に撓ませやすい。
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【００３４】
　しかも、ブロック５の剛性の低減量を、踏み込み側の縁部５１において増大させること
によって、踏み込み側の縁部５１側が摩耗し易くなる。この結果、滑り量が大きいために
相対的に摩耗し易い蹴り出し側の縁部５２側との摩耗差が縮小することになり、ヒール＆
トー摩耗が抑制されるので、耐偏摩耗性が向上する。したがって、耐偏摩耗性を向上させ
つつも、接地時の衝撃音を低減できる。
【００３５】
　なお、複数の幅方向溝１０の形成ピッチＰ１～Ｐ６を、線形的に増大するように設定（
例えば、一次関数Ｐ（ｉ）＝α×ｉ＋βによって表される）してもよい。これによって、
ブロック５の剛性の低減量を、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて、線形的に減少
させることができるので、剛性が急激に変化することを防止でき、接地時の衝撃音の低減
と耐偏摩耗性の向上とが好適に実現される。
【００３６】
　また、図２に示すように、ブロックのタイヤ周方向長さＬ０と、ブロックの踏み込み側
の縁部５１から最も蹴り出し側の縁部５２側に位置する幅方向溝１０５までの長さＬ１と
が、好ましくは、０．３≦Ｌ１／Ｌ０≦０．７５の関係を有するように、複数の幅方向溝
１０が形成されている。
【００３７】
　これによって、ブロック５の剛性を、踏み込み側の縁部５１側において適度に低減させ
ながらも、蹴り出し側の縁部５２側における低下を抑制できる。これによって、踏み込み
時の衝撃音を低減させながら、ブロック５の剛性が過度に低下することを防止して操安性
の悪化を抑制できる。
【００３８】
　Ｌ１／Ｌ０が０．３より小さい場合、ブロック５の踏み込み側の縁部５１側における剛
性の低減代が小さいので、踏み込み時の打撃音の低減量が減少する。また、Ｌ１／Ｌ０が
０．７５より大きい場合、ブロック５の剛性が過度に低下しやすいので、操安性が悪化し
てしまう。
【００３９】
　また、図３に示すように、ブロック５の踏み込み側の縁部５１における、タイヤ径方向
高さＨ０と、幅方向溝１０の溝深さＨ１とが、好ましくは、０．２≦Ｈ１／Ｈ０≦０．５
の関係を有するように幅方向溝１０が形成されている。また、幅方向溝１０の、踏み込み
側の縁部５１における溝深さＨ１は、少なくとも２ｍｍ以上に形成されている。
【００４０】
　これによって、ブロック５の剛性を、踏み込み側の縁部５１側において適度に低減させ
ることができる。Ｈ１／Ｈ０が０．２より小さい場合、ブロック５の踏み込み側の縁部５
１における剛性の低減代が小さいので、踏み込み時の打撃音の低減量が減少する。また、
Ｈ１／Ｈ０が０．５より大きい場合、ブロック５の剛性が過度に低下しやすいので、操安
性が悪化してしまう。また、幅方向溝１０の、踏み込み側の縁部５１における溝深さＨ１
が２ｍｍより浅いと、ブロック５の剛性を十分に低減することができない。
【００４１】
　上記実施形態では、複数の幅方向溝１０を、略同一形状としたが、これに限らず溝幅を
異ならせてもよい。例えば、図４に示すように、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれ
て溝幅を漸増させるようにしてもよく、図示は省略するが、踏み込み側の縁部５１側に向
かうにつれて溝幅を漸減させるようにしてもよい。
【００４２】
　また、上記実施形態では、複数の幅方向溝１０の形成ピッチＰを変化させたが、これに
限らず形成ピッチＰを略一定としてもよい。この場合、図５に示すように幅方向溝１０の
溝深さを、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて漸減するように形成する。これによ
って、複数の幅方向溝１０の形成ピッチＰを略一定としつつも、ブロック５の剛性を、踏
み込み側の縁部５１側において低減させつつも、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれ
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て剛性の低減量を漸減させることができる。
【００４３】
　なお、複数の周方向溝１０の溝底１３を、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれてタ
イヤ径方向外側へ延びる傾斜直線Ｓに沿って設定してもよい。これによって、ブロック５
の剛性の低減量を、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて、線形的に減少させること
ができるので、剛性が急激に変化することを防止でき、接地時の衝撃音の低減と耐偏摩耗
性の向上とが好適に実現される。
【００４４】
　また、上記実施形態では、幅方向溝１０の溝底１３をエッジ状としたが、図６に示すよ
うにＲ状に形成してもよく、これによって、幅方向溝１０の溝底１３における応力集中を
抑制して、耐クラック性を向上できる。
【００４５】
　また、図７に示すように、複数の幅方向溝１０を、形成ピッチＰを蹴り出し側の縁部５
２に向かうにつれて漸増させると共に、溝深さを蹴り出し側の縁部５２に向かうにつれて
漸減させるようにしてもよい。これによって、ブロック５の剛性を、踏み込み側の縁部５
１側において好適に低減させながらも、蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて剛性の
低減量を漸減させることができる。
【実施例】
【００４６】
　以下の表１に示す比較例１，２、並びに実施例１の空気入りタイヤを対象に、ノイズ及
び耐偏摩耗性の評価試験を行った。
【００４７】
【表１】

【００４８】
比較例１の空気入りタイヤのブロックには、幅方向溝が形成されていない。
【００４９】
　図３に示すように、実施例１の空気入りタイヤのブロックには、タイヤ幅方向に延びる
複数の幅方向溝１０が、略同一形状（すなわち同一深さ）で、タイヤ周方向における形成
ピッチＰが蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて漸増するように形成されている。
【００５０】
　図５に示すように、実施例２の空気入りタイヤのブロックには、タイヤ幅方向に延びる
複数の幅方向溝１０が、タイヤ周方向における形成ピッチＰを略一定としつつ、溝深さを
蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて漸減するように形成されている。
【００５１】
　図７に示すように、実施例３の空気入りタイヤのブロックには、タイヤ幅方向に延びる
複数の幅方向溝１０が、タイヤ周方向における形成ピッチＰを蹴り出し側の縁部５２側に
向かうにつれて漸増すると共に、溝深さを蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて漸減
するように形成されている。
【００５２】
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　タイヤサイズが１９５／６５Ｒ１５である比較例１並びに実施例１～３に係る空気入り
タイヤを、１５インチ６Ｊのリムに装着すると共に内圧２２０ｋＰａを印加して、それぞ
れノイズ試験及び耐偏摩耗試験を実施した。
【００５３】
　ノイズの評価試験では、タイヤ単体台上試験を行い、荷重５００ｋｇｆで８０ｋｍ／ｈ
の速度で走行したときのＯ．Ａ．レベルを計測した。比較例１の場合を１００として、残
りの比較例２と実施例１の性能を指数化しており、指数が低いほどノイズ性能が良好であ
ることを示している。
【００５４】
　耐偏摩耗性の評価試験では、ドラム摩耗試験を行い、踏み込み側領域（踏み込み側の縁
部５１近傍）の摩耗量と蹴り出し側領域（蹴り出し側の縁部５２近傍）の摩耗量との差を
トーヒール量として計測した。比較例１の場合を１００として、残りの比較例２と実施例
１の性能を指数化しており、指数が高いほど耐偏摩耗性能が良好であることを示している
。
【００５５】
　複数の幅方向溝１０を形成した実施例１～３に係る空気入りタイヤでは、いずれもノイ
ズ性能が、比較例１よりも優れている。これは、ブロック５は、複数の幅方向溝１０によ
って、特に踏み込み側の縁部５１側において好適に剛性が低減されているので、接地時に
おいて撓みにより衝撃を好適に吸収することができ、これによって接地時の衝撃音が低減
されているためと考えられる。
【００５６】
　また、耐摩耗性に関しても、実施例１～３に係る空気入りタイヤは比較例１よりも優れ
ている。これは、複数の幅方向溝１０によって、実施例１～３のいずれの空気入りタイヤ
においても、ブロック５の剛性が蹴り出し側の縁部５２側に向かうにつれて剛性の低減量
が漸減するようになっているのでブロック５の剛性が過度に低減することがない。これに
よって、ブロック５は、踏み込み側の縁部５１側において摩耗し易くなるので、この結果
、滑り量が大きいために相対的に摩耗し易い蹴り出し側の縁部５２側との摩耗差が縮小す
ることになり、ヒール＆トー摩耗が抑制されるので、耐偏摩耗性が向上するためと考えら
れる。
【００５７】
　なお、実施例３に係る空気入りタイヤが、実施例１及び２に比して、ノイズ性能及び耐
偏摩耗性共に優れる結果となった。これは、実施例３においては、複数の幅方向溝１０の
タイヤ周方向における形成ピッチＰ及び溝深さの両方を蹴り出し側の縁部５２側に向かう
につれて変化させることで、より好適に、踏み込み側の縁部５１側における剛性を低減さ
せつつも、蹴り出し側の縁部５２側における剛性の低減量を漸減させることができるため
であると考えられる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　空気入りタイヤ
　２　トレッド部
　３　主溝
　４　横溝
　５　ブロック
　１０　幅方向溝
　５１　踏み込み側の縁部
　５２　蹴り出し側の縁部
　５３　接地面
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